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一 

 



 

一
に
つ
い
て 

臓
器
移
植
法
の
規
定
又
は
臓
器
移
植
法
に
よ
る
廃
止
前
の
角
膜
及
び
腎じ

ん

臓
の
移
植
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律

第
六
十
三
号
。
以
下
「
旧
角
膜
腎
臓
移
植
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
に
心
停
止
後
の
死
体
か
ら
の
腎     

臓
の
摘
出
が
多
数
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
御
指
摘
の
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
そ
の
他
の
術
前
措
置
に
つ
い
て
は
、 

 

こ
れ
ら
の
臓
器
の
摘
出
に
際
し
て
医
療
現
場
に
お
い
て
一
般
に
行
わ
れ
て
き
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
措
置 

は
、
移
植
術
を
受
け
る
者
の
適
正
な
選
択
及
び
移
植
術
に
使
用
す
る
腎
臓
の
状
態
の
悪
化
の
防
止
に
よ
り
腎
臓
の
移
植
術
を

医
学
的
に
適
正
に
実
施
す
る
上
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
い
ず
れ
の
措
置
も
身
体
に
対
す
る
侵
襲
性
が 

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
百
四
号
。
以
下
「
臓
器
移
植
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る 

 
 

腎じ
ん

臓
の
摘
出
は
、
腎
臓
の
機
能
に
障
害
が
あ
る
者
に
対
し
そ
の
機
能
の
回
復
又
は
付
与
を
目
的
と
し
た
移
植
術
の
た
め
に
医

師
が
礼
意
の
保
持
等
の
義
務
の
下
で
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
同
法
附
則
第
四
条
に
お
い
て
、
心
停
止
後
の
摘
出
に
つ
い
て 

 

は
、
死
亡
し
た
者
の
臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
が
不
明
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
遺
族
が
書
面
に
よ
り
承
諾
し
て
い
る
と
き
は

行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

衆
議
院
議
員
山
本
孝
史
君
提
出
死
体
腎
移
植
の
術
前
措
置
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

二
の
（
一
）
に
つ
い
て 

極
め
て
軽
微
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
救
命
治
療
を
尽
く
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
脳
死
状
態
と
診
断
さ
れ
た
後
に
お
い
て
こ
れ
ら

の
措
置
を
家
族
の
承
諾
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
は
、
臓
器
移
植
法
及
び
旧
角
膜
腎
臓
移
植
法
が
予
定
し
て
い
る
行
為
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。 

カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
等
に
伴
う
合
併
症
に
つ
い
て
は
、
品
川
長
夫
他
著
「
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
に
伴
う
合
併
症
」
（
平
成
三   

年
十
一
月
「
日
本
臨

牀
し
ょ
う

」
第
四
十
九
巻
・
一
九
九
一
年
特
別
号
掲
載
）
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
鎖
骨
下
静
脈
穿せ

ん

刺
時
に

は
、
気
胸
、
カ
テ
ー
テ
ル
先
端
位
置
異
常
等
の
合
併
症
が
起
こ
り
得
る
が
、
術
者
が
各
合
併
症
に
つ
い
て
十
分
認
識
し
て
お

り
、
操
作
前
に
患
者
の
状
態
に
つ
い
て
正
確
な
把
握
が
で
き
て
い
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
合
併
症
は
す
べ
て
発
生
前
に
予
防
可
能 

な
お
、
術
前
措
置
の
う
ち
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
に
関
し
て
は
、
平
成
八
年
度
厚
生
科
学
研
究
「
臓
器
移
植
の
社
会
的
問
題

に
関
す
る
研
究
」
に
お
い
て
同
様
の
趣
旨
の
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
及
び
留
置
（
以
下
「
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
等
」
と
い
う
。
）
は
、
頻
回
の
動
脈
血
採
血
、
動
脈
圧
測      

定
、
選
択
的
血
管
造
影
等
の
検
査
及
び
薬
剤
の
注
入
等
の
治
療
を
目
的
と
し
て
、
救
急
医
療
分
野
を
始
め
と
し
て
一
般
的
に

侵
襲
性
が
軽
微
な
医
療
行
為
と
し
て
広
く
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

四 

 



 

二
の
（
二
）
に
つ
い
て 

な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
高
橋
愛
樹
著
「
動
脈
穿
刺
、
動
脈
カ
ニ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
（
平
成
八
年
九
月
「
救
急
医
学
」
第
二
十
巻
第
十
号
掲     

載
）
に
お
い
て
は
、
循
環
障
害
、
塞そ

く

栓
症
、
感
染
症
等
の
合
併
症
が
起
こ
り
得
る
が
、
い
ず
れ
も
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
等
そ

の
も
の
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
造
影
剤
の
注
入
等
の
検
査
若
し
く
は
治
療
自
体
に
よ
る
合
併
症
、
カ
テ
ー
テ
ル
の
抜

去
後
の
合
併
症
又
は
長
期
間
カ
テ
ー
テ
ル
を
留
置
し
た
こ
と
に
よ
る
感
染
症
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
腎
臓
の
移
植

術
の
術
前
措
置
と
し
て
行
わ
れ
る
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
等
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
合
併
症
が
問
題
と
な
る
お
そ
れ
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。 

腎
臓
の
移
植
術
を
医
学
的
に
適
正
に
実
施
す
る
上
で
、
腎
臓
提
供
者
が
脳
死
状
態
と
診
断
さ
れ
た
後
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿

入
す
る
措
置
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
文
献
上
の
根
拠
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
小
崎
正
巳
、
玉
置
透
共
著
「
臓
器
の
採

取
と
保
存
」
（
平
成
元
年
六
月
「
新
外
科
学
大
系
」
第
十
二
巻
掲
載
）
に
お
い
て
、
臓
器
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
温
阻
血
時      

間
（
心
停
止
に
よ
り
血
流
が
途
絶
し
た
状
態
（
以
下
「
温
阻
血
」
と
い
う
。
）
か
ら
臓
器
を
摘
出
す
る
ま
で
の
時
間
を
い 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
等
の
侵
襲
性
は
極
め
て
軽
微
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

五 

 



 

三
の
（
一
）
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
ヘ
パ
リ
ン
は
血
液
凝
固
阻
止
剤
と
し
て
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
で
あ
り
、
血
栓
症
、
播は

種
性
血
管
内

凝
固
症
候
群
等
の
予
防
又
は
治
療
、
人
工
心
肺
、
人
工
腎
臓
等
の
体
外
循
環
時
に
お
け
る
血
液
の
凝
固
防
止
等
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
ヘ
パ
リ
ン
の
投
与
に
よ
る
副
作
用
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
日
本
医
薬
情
報
セ
ン
タ
ー
編
「
医
療
薬 

日
本

医
薬
品
集
」
（
平
成
九
年
十
月
）
及
び
上
條
一
也
他
監
訳
「
グ
ッ
ド
マ
ン
・
ギ
ル
マ
ン
薬
理
書 

薬
物
治
療
の
基
礎
と
臨     

床
」
（
第
四
版
。
昭
和
四
十
九
年
三
月
）
に
お
い
て
、
シ
ョ
ッ
ク
、
出
血
、
血
小
板
減
少
、
発
熱
、
皮
膚
発
疹し

ん

、
掻
痒

そ
う
よ
う

感
等 

う
。
）
が
加
わ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
保
存
成
績
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
及
び
温
阻
血
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た   

め
、
温
阻
血
に
弱
い
臓
器
で
は
、
腹
部
大
動
脈
等
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、
冷
却
し
た
電
解
質
液
を
注
入
し
て
灌か

ん

流
を
す

る
等
の
処
置
が
適
当
で
あ
る
こ
と
が
、
小
崎
正
巳
他
著
「Procurem

ent of K
idney G

rafts From
 N

on

―        

H
eart

―B
eating D

onors

」
（
平
成
三
年
十
月
「Transplantation Proceedings

」
第
二
十
三
巻
第
五
号
掲
載
）       

に
お
い
て
、
心
停
止
と
同
時
に
灌
流
を
行
う
方
法
が
有
用
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
腎
臓
摘
出
に
際
し
、
心
停
止
前
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
行
為
は
、
臓
器
移
植
法
又
は
旧
角
膜
腎
臓
移
植
法
に

基
づ
い
て
行
う
腎
臓
の
移
植
術
を
医
学
的
に
適
正
に
実
施
す
る
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
行
為
と
考
え
る
。 六 

 



 

四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

三
の
（
二
）
に
つ
い
て 

厚
生
省
に
お
い
て
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
「
臓
器
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
。
）
に
確
認
し
た 

 

と
こ
ろ
、
御
指
摘
の
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
本
年
七
月
末
日
ま
で
の
間
に
、
腎
臓
の
摘
出
に
際
し
術
前
措
置
と
し
て
行
わ

れ
た
ヘ
パ
リ
ン
の
注
入
に
よ
っ
て
三
の
（
一
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
副
作
用
が
起
こ
っ
た
事
例
は
な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

厚
生
省
に
お
い
て
臓
器
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
御
指
摘
の
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
本
年
七
月
末
日
ま
で

の
間
に
、
腎
臓
の
摘
出
に
際
し
術
前
措
置
と
し
て
心
停
止
前
に
灌
流
液
を
注
入
す
る
行
為
を
行
っ
た
事
例
は
承
知
し
て
い
な

い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

が
示
さ
れ
て
い
る
。 

厚
生
省
に
お
い
て
臓
器
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
社
団
法
人
日
本
腎
臓
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
「
腎 

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
。
）
が
発
足
し
た
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
九
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
腎
臓 

七 

 



 

 

八 

摘
出
の
術
前
措
置
と
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
が
行
わ
れ
た
者
は
、
腎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
百
五
十
名
と
承
知
し
て
お 

り
、
こ
の
う
ち
腎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
臓
器
移
植
連
絡
調
整
者
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
に
よ
り
腎
臓
摘
出
の
承
諾
書
が
得
ら

れ
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
臓
器
移
植
連
絡
調
整
者
が
家
族
に
対
し
口
頭
で
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
に
関
す
る
説
明
を

行
っ
た
上
で
承
諾
書
が
得
ら
れ
た
が
、
臓
器
移
植
連
絡
調
整
者
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
腎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立

当
初
に
お
い
て
腎
臓
提
供
を
行
う
医
療
機
関
の
医
師
が
自
ら
腎
臓
摘
出
に
つ
い
て
承
諾
を
得
て
い
た
事
例
も
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
に
関
す
る
説
明
が
行
わ
れ
た
か
否
か
は
確
認
で
き
な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
腎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
統
一
書
式
を
定
め
る
以
前
は
、
各
地
域
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
セ
ン
タ
ー
ご

と
に
定
め
た
承
諾
書
式
を
使
用
し
て
い
た
と
承
知
し
て
い
る
。 


